
令和７年度第１回 加古川市指定管理者選定評価委員会開催結果 

 

開催日時 令和７年８月４日（月） 午前９時００分から午後３時５０分まで 

開催場所 加古川市役所 北館４階 大会議室 ※オンライン併用開催 

出席者 

＜委  員＞ 中本 淳、大塚 隆史、井上 愛、都倉 香緒里 

＜施設所管課＞ 中央図書館（３名）、住宅政策課（４名） 

＜申 請 者＞ 各施設３～６名 

＜事 務 局＞ 行政経営課４名 

議事 

（１）指定候補者の選定施設、選定方法について 

（２）答申及び公表内容について 

（３）加古川市立加古川図書館の指定候補者の選定について 

（４）加古川市営住宅の指定候補者の選定について 

審議内容 

（１）指定候補者の選定施設、選定方法について 

 ・指定候補者の選定施設、選定方法について決定した。 

 

（２）答申及び公表内容について 

 ・答申及び公表内容について決定した。 

 

（３）加古川市立加古川図書館の指定候補者の選定について（申請者２団体） 

 ・申請者が申請書類に基づくプレゼンテーションを行った。 

 ・委員が申請者に対しヒアリングを行った。 

 ・委員が総合点数方式により採点した。 

 ・指定候補者に相応しい者について審議し、「定性的評価の最低基準点を満たし

ていること」等から、「株式会社図書館流通センター」が相応しいとされた。 

 

（４）加古川市営住宅の指定候補者の選定について（申請者２団体） 

 ・申請者が申請書類に基づくプレゼンテーションを行った。 

 ・委員が申請者に対しヒアリングを行った。 

 ・委員が総合点数方式により採点した。 

 ・指定候補者に相応しい者について審議し、「定性的評価の最低基準点を満たし

ていること」、「総合点数が最も高いこと」等から、「日本管財株式会社」が相

応しいとされた。 

 



令和７年度第２回 加古川市指定管理者選定評価委員会開催結果 

 

開催日時 令和７年８月６日（水） 午後１時１５分から午後４時３０分まで 

開催場所 加古川市役所 北館４階 大会議室 ※オンライン併用開催 

出席者 

＜委  員＞ 中本 淳、大塚 隆史、都倉 香緒里 

＜施設所管課＞ 産業振興課、農林水産課、地域医療課 各３名 

＜申 請 者＞ 各施設２～３名 

＜事 務 局＞ 行政経営課３名 

議事 

（１）指定候補者の選定施設、選定方法について 

（２）答申及び公表内容について 

（３）加古川市立地域産業振興センターの指定候補者の選定について 

（４）加古川市立しろやま農業研修センターの指定候補者の選定について 

（５）加古川市立農村環境改善センターの指定候補者の選定について 

（６）東はりま夜間休日応急診療センターの指定候補者の選定について 

審議内容 

（１）指定候補者の選定施設、選定方法について 

 ・指定候補者の選定施設、選定方法について決定した。 

 

（２）答申及び公表内容について 

 ・答申及び公表内容について決定した。 

 

（３）加古川市立地域産業振興センターの指定候補者の選定について 

・申請者が申請書類に基づく説明を行った。 

 ・委員が申請者に対しヒアリングを行った。 

 ・公募によらず「地域産業振興センター運営協議会」を指定候補者とすることに

ついて審議し、「地域の実情や地場産業の現状を踏まえた柔軟な対応ができる

とともに、地域住民のコミュニティ形成に努めている実績を評価できること」

等から適切であるとされた。 

 

（４）加古川市立しろやま農業研修センターの指定候補者の選定について 

・申請者が申請書類に基づく説明を行った。 

 ・委員が申請者に対しヒアリングを行った。 

 ・公募によらず「しろやま農業研修センター管理運営協議会」を指定候補者とす

ることについて審議し、「地域の実情や農業等の現状を踏まえた柔軟な対応が

できるとともに、施設の環境改善や職員の接遇から利用満足度が向上している



実績を評価できること」等から適切であるとされた。 

 

（５）加古川市立農村環境改善センターの指定候補者の選定について 

・申請者が申請書類に基づく説明を行った。 

 ・委員が申請者に対しヒアリングを行った。 

 ・公募によらず「農村環境改善センター運営協議会」を指定候補者とすることに

ついて審議し、「地域の実情や農業等の現状を踏まえた柔軟な対応ができると

ともに、利用者目線での自主事業の実施や小規模な修繕など適切に維持管理で

きている実績を評価できること」等から適切であるとされた。 

 

（６）東はりま夜間休日応急診療センターの指定候補者の選定について 

・申請者が申請書類に基づく説明を行った。 

 ・委員が申請者に対しヒアリングを行った。 

 ・公募によらず「公益財団法人 東播磨臨海救急医療協会」を指定候補者とする

ことについて審議し、「医療に関する高い専門性をもち、地域の医療機関と連

携し、救急医療体制を整備しているとともに、これまでの医療サービスに寄与

されてきた実績を評価できること」等から適切であるとされた。 

 

 


